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［地雷は悪魔の兵器一戦争は絶対におこしてはいけない一］

■日本での対人地雷の最終廃棄公開と「地雷をなくそう

全国子どもサミット」が、2月8日（土）滋賀県新旭町

で開催され、私も出席しました。平成9年12月オタワに

おいて当時の小渕外相が対人地雷禁止条約に署名。我が

国は約束通り、自衛隊が保有する約lOO万個の対人地雷

を15年2月末までに廃棄したのです。

　我が国が廃棄した対人地雷の中には、市民が踏んで殺

傷されることのないよう、散布から1週間後には自己破

壊するものもありますが、イラクやアフガン、カンボジ

ア等、世界各地に埋められている対人地雷は1億以上と

いわれ、自己破壊装置など付いていず（もちろんついて

いるから良いというものではないのですが）、毎月150人

から300人もの人が死亡したり傷ついています。

■そもそも対人地雷とは足や手をもぎとるように作られ

ている。戦地で敵の兵力を弱体化するには殺すより歩け

なくすることを優先するためです。つまり、死者は置い

ていくが、足を吹き飛ばされた兵士は別の兵士がかつぎ、

衛生兵もつくという形で、兵力を半分以下にできるとい

うわけです。この対人地雷を、戦争が終わったのに市民

が踏んで手足を吹き飛ばされ、病院が近くにないため死

亡する人も多い。地雷のため、肥沃な土地を田畑として

利用することもできず、復興は遅れ、人々の貧困は増大

します。

■最終廃棄式典に先立ち、アフガニスタンから来た地雷

被害者ナディル・シャー君（16歳）とムルサルちゃん

（10歳）に会う機会がありました。ナディル君は4歳の

時、地雷を拾い上げ触っていたところ爆発して、両腕と

右目をなくしました。ムルサルちゃんは6歳で地雷を踏

んで左足を失いました。

　私は地雷をなくす議員連盟に入っているのですが、世

界中から地雷をなくすだけでなく、戦争のない世界を構

築したいと思わずにいられません。

■2月15日、「イラク攻撃」に反対する1000万人もの

人たちが平和的解決を願って、世界中でデモ行進したニ

ュースには本当に力づけられましたが、この原稿を書い

ていたら、飛び込んできたのは韓国の地下鉄での大惨事。

その日は、過失とは言えない交通事故等で「殺された」

人たちの遺族による「生命のメッセージ展」もありました。

　一人ひとりの生命を大切にできる社会でありたいもの

です。　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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離婚したのはいいけれど、その後にもたくさんの問題があります。

教育、別れた父親との面接、転居、恋愛、再婚、親の介護、自分の老後など。

3人の女性に・その辺りについて　騰　織　嚥　論
いろいろと聞いてみました。　　　　　亀ge　　穐》　　　穐緬　　　擁翻

老後の心配より、まずは教育費の問題

　「離婚するのには、結婚するよりもはるかに多いエ

ネルギーを必要とする、よくそう言われますよね。確

かに大変な思いをしましたが、その時は、もう耐えら

れない、もうこれ以上1秒たりともこんな生活はした

くないとの思いが本当に強くて、子どもの親権さえ取

れれば他には何もいらない、どうにかなる、きっとな

る、と信じて、思い込んで、ただ突っ走ってしまいま

した。でもねえ、今となっては、もっと我慢するべき

だったのかな、もっとじっくり時間をかけて計画的な

離婚をするべきだったのかなって、ちょっとそう思っ

たりもします」

　今年中学1年になる女の子と、小学4年になる男の

子、家族3人で、都内の閑静な住宅街で暮らす小林紀

子さん（仮名・40歳）。日中は、小柄な体をパンツス

ーツに包み、A4サイズの書類が入るかばんを肩にか

けて、都心のオフィス街で忙しく働いている。とある

個人事務所で秘書として働く彼女は、2年前に離婚。

原因は元夫の女性問題。

　「うすうすはわかっていたのだけど。意識して表面

に出そうとは思わなかったのね。子どももいるし、そ

れはそれで安定した生活だったし。

　でも、あ、だめだ、って思ったのは、比重の問題な

んでしょうね。こっちの家庭よりも、あっちの女性の

方に天秤が傾いた、って気がつく瞬間があって。そう

するともうダメ。1日だりとも我慢ができなくなった」

　小林さんの元夫は、海外を舞台に手広く商売をして

いたが、この不況で既に仕事はあまりなく、開店休業

中のような状態になっているとか。

　「こんなだったら、養育費もあまり期待できないか

ら、子ども2人の問題は、すべて私の肩にのしかかっ

てきますね」

　家は持ち家のため、家賃の必要はない。ローンは元

夫が支払っている。正社員の年収と住居がある点、恵

まれている。

　年収は450万円6日々の暮らしには困らない。学校

が休みの時には、旅行にも行く。夏には九州へ、冬は

スキーをして過ごした。

　「でも、これから子どもの教育費が信じられないく

らい掛かってくるから。今はまだ、自分の老後を考え

るゆとりも何もないですね」

　「今は公立の小学校に行っているし、中学も公立に

行くから学費は掛からないけど、でも、今って、皆、

公立に行く子どもたちは6年生の2月から塾に行き始

めるのね。その塾のお金が、本当に馬鹿にならなくっ

て。それに、中学入学にあたってもとってもお金が掛

かるし。お稽古だってやりたいと言えばやらせてあげ

たいし。しかも2人分だし。一体この先どうなるもの

やら、ちょっと想像もつかない状態なんです」

　実家は北海道。既に兄の世代になっており、頼るこ

とはできない。

　「もっとお金を貯めておけばよかったな、とか、養育

費の取り決めをキチンとすべきだったのかな、なんて

思うことも多いですが、でも、やってしまったことは

仕方ないし。私が頑張っていくしかないのでしょうね」

　再婚は面倒くさいからしたくないという。老後は？

との質問には、明るく

　「老後ねえ。子どもを育て終わったらすっからかん

になつちゃって、どうするのだろう。このご時世だか

ら、退職金や年金なんてあまりあてにならないでしょ

う。貯金なんて全くできないし。いつまでも働くしか

ないのかなあ。でも、今の仕事は定年があって、そう

そう長くは勤められないし。いっそ、子育てが終わっ

たら、鮭のように静かに死んでしまえたらいいのだけ

どね」

　元夫は再婚して子どもも生まれたと言う。

　「あちらさんはこれからまた子育てをするわけでし

ょう？　すごいわあ。うちの子ども達もお父さんのこ

とは好きで、会いたがりますね。以前は連絡が来るの

もストレスになっていたけど、今ではあまりなんとも

思わなくなってきました。いろんな同じような立場の

方とたくさん話をしたのがリハビリになったのかも。

で、最近では、私も含めて子どもとその父親と一緒に
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食事することなんかもあります。あちらの女性がどう

思っていらっしゃるかは知りません」

　父親と会うことで、子ども達も随分落ち着いてきた

という。

　「離婚後の不安は本当にたくさんあります。欝のよ

うになってしまった時期もありました。自暴自棄にな

りかけたことも。離婚って、離婚をした時はハイテン

ションになっているので元気だけど、その後ブルーに

なる時期が必ず来るんですね」

　「私の場合、友達に離婚カウンセラーのようなこと

をしている人がいて、相談してずいぶん助けられまし

た。『あなたの場合まだまだ、これからよ』って冷静

に言ってくれて、その時には、なによ、私は大丈夫よ

って思ったけど、じきに本当に彼女の言う通りになっ

たんですよね。そんな時、仲間の必要性と言いますか、

同じ立場の人と話すことがどんなに大事かってことに

気がつきました」

　今では、離婚問題を抱える友人にアドバイスもする

ようになった。

　「皆、多かれ少なかれ問題を抱えているんですよね。

でも、それですぐ離婚ってのは早計なんだと思う。じ

っくり考えて、やり直すことを納得がいくまで頑張っ

てみてからでもいいと思います。だって、ひとりで子

育てするって、本当に大変なんだから」

　「先のことも大事だけど、今は仕事を大事に頑張ら

なきゃね。」　そう言って、また仕事へと戻って行っ

た彼女。そうそう、今の先に未来があるのだから、と、

元気をもらったような気がした。

両親の熟年離婚、自分の離婚

　「夫婦関係は解消しても、親子関係については相手

の批判による介入や断絶はできないんだということが

わかってないのではないかと思います。別れた相手が

憎いのはわかるけど、子どもにまで相手を憎ませる権

限も必要性もないのに。血がつながっている子どもに

それを強いるのは、子どもの自己否定につながってし

まうと思います」

　自分の両親が離婚をしていて、最近、それぞれの介

護問題が生じてきたという森由香子さん（仮名・36

歳）。最近気弱になってきた両親が、それぞれ由香子

さんを頼り、もう一方の親より自分の味方につけよう

とするのか、相手の悪口を聞かせられるのに閉口して

いると言う。

　「経済的なサポートは双方できませんので、食事に

行ったりする程度しかできないですね。最近つくづく、

兄弟は多い方がいい、と思います。妹が独身なので、

両親の精神面でのサポートはほとんど妹に任せっきり

です。あともうひとり女の姉妹がいたら本当によかっ

たのかも」

　自分も離婚をしていて昼も夜も忙しく働いているの

で、そうそう親の面倒は見れない。

　「両親が病気になったら。それはその時考えようと

思っています。今は何とか自分のことは自分達でやっ

て欲しいですね」

　最近、自分のこともいろいろと考えるようになった。

職も安定していないし、子どももまだ小さい。両親の

問題も抱えて、一体どうずればいいのか。

それでも両親を頼っている部分もある。一番大きいの

は保証人の問題。

　「現在住んでいる家は借家で、保証人は父親になっ

てもらっています。父はまだ現役で働いて収入があり

ますが、この先働かなくなった時や、もしものことが

あった場合、一体保証人はどうなるのかなあと。ひと

りだと、本当に世間的には全くと言ってよいくらい信

用ってないんですよね」

　「ここのところ、白髪も増えちゃって、もう若くは

ないんだなって実感します」

　4年前に離婚。子どもはまだ2歳だった。原因は夫

の事業の失敗と借金。そしてギャンブル、女性。

　「親が離婚した時には、子どもとして本当に嫌で、

人にも言わずに過ごしてきたけど、自分も同じような

離婚をすることになって、子どもに同じような思いを

させることになるのが辛かった」

　でも、親のことも少しは理解できるようになった。

人生いろいろ、先のことは分からない。でも不安はあ

る。

　「私の老後ってどうなるのでしょうね。子どもに頼

りたくはないので、今働けるうちにしっかり貯蓄をし

ておかなくては、と思っています。でも、もしも両親

を介護するようなことになって、お金が掛かり過ぎた

ら。それに子どもの教育費のこともあるし。結局お金

って貯まらないようになっているのかなあ。

　願わくば、双方とも、いえ自分も、いい相手を見つ

けて再婚でもして、楽しく充実した生活ができたらい

いのかもね。」

　そう言う顔は明るかった。
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突然のリストラに目の前が真っ暗に

　細身の体にストレートヘアー、ざつくりとしたセー

ターに皮のパンツを着こなしている、春田かおりさん

（仮名・40歳）。

　「今日は会議もないし、新しい職場は若い子たちが

多いので、ついついカジュアルな服になつちゃうのね」

　新しい職場には、去年の9月から勤務している。外

資系の営業担当だ。それまでは、外資系のメーカーで

企画の仕事をしていた。

　「外資には多いのだけど、突然解雇を言われちゃっ

て。当時、離婚がようやく成立してホッとしたところ

だったし、5歳の子どもと一緒に頑張って出直そうと

引越しをしたばかりのところだったので、本当に目の

前が一瞬真っ暗になりました」

　離婚後半年。調停に1年を費やした。原因は相手の

不貞。家を出て行ったものの、居場所などがなかなか

つかめず、しっぽを出さない夫の不貞の証拠を集める

ために、探偵事務所に依頼もしたし、弁護士も頼んだ。

なかなかこちらの言うことを聞いてくれない弁護士は

さっさと辞めてもらい、次の弁護士に頼んだ。

　「相手が出て行っても、ひどいことをされていると

わかっていても、相手に誠意が全くないことを知って

も、それでもずっと好きでした。別れたくはなかった」

　子どもができてからずっと専業主婦だったかおりさ

ん、子どもが2歳になり、保育園に預けられるように

なって再就職をした。それが外資の企画。

　「とっても忙しくて、海外出張なども当たり前でし

た。彼は子どもの面倒をとってもよく見てくれたので、

安心して仕事に打ち込んでいたのに」

　彼は『俺は寂しかった。仕事をやめて欲しかった』

と書置きをして家を出た。

　「でも、それだから女性と一緒に暮らしてもいいっ

てことにはならない。どうしても納得がいかなくて」

　離婚までに費やしたお金や時間は、彼の本質を知り、

愛想をつかして、さわやかに離婚するために必要なこ

とだったのだと、今では思う。

　「突然のリストラで、再就職を探したのですが、本

当に厳しいものでした。履歴書を送ったのは80社を越

しますし、面接だって一体何回受けたかわからない。

コネは小さいものでも利用しようとしましたし、勤務

時間や職種など、妥協できるところは妥協してきました。

が、小さい子どもを抱えてこれからのことを考えると、

賃金だけは妥協できなかった。大黒柱ですから」

　ようやく今の会社にこぎつけた頃には、元々細かっ

た身体が一回りぐらい縮んでいた。

　「会社が決まり、給料も今までとあまり変わらずも

らえるようになって一安心しましたが、今度はものす

ごいプレッシャーに押しつぶされそうになりました」

　途中入社として、期待を持って迎えられている。果

たしてこれからの自分は、その期待に答えることがで

きるのだろうか。これから新しい環境で、またガムシ

ャラに働く元気があるのだろうか。そして、これから

定年まで15年、走り続けてその後はどうずればいいの

か。子どもはまだ5歳。保育園に通う今はいいけれど、

学校に行き始めたら、放課後や夏休み、病気時にどう

対応すればいいのか。そして、これまでも何かがあっ

たら駆けつけてくれていた両親がどんどん年老いてき

ている現実。

　「きっと、あのまま結婚生活を送っていたとしても、

同じような問題は出てきたと思うのね。でも、今こう

やってシングルになったほうが、一つひとつの問題が

より重たく感じられると思う。責任感の問題なのかな。

どんなに頼りない人でも、夫婦って頼り合って支え合

っているんだなって感じました」

　元夫からは、養育費減額の調停も出されたが、また

弁護士と共に戦って、相手は調停を取り下げた。面接

交渉はない。子どもは父親のことを話さなくなった。

　「私は一人っ子で、両親はまだ元気ですが、離れた

田舎に住んでいます。いずれは介護の問題も出てくる

のだと思っています。それに、．私の子どもも一人っ子。

自分の老後は自分で何とかしたいと思っていますけ

ど、でもどうなることか。本当に不安ばかりで、考え

出すと眠れなくなってしまうほどです」

　友達などは、せっかく離婚して自由になったのだか

ら、そのひとりを楽しまなきゃなどと言うけれど、か

おりさんはあまり楽しめない。公園やデパート、遊園

地やレストラン、どこに行っても、何だか不完全な自

分たちだと思ってしまう。

　「何とか幸せにならなきやならないのですが、私の

場合、幸せになるためには再婚が一番なのかななんて

思ってしまいます。本当に助け合って理解し合って暮

らせるパートナーに出会って、もう一度結婚生活をし

てみたい。そして、もう歳も急なんだけど、もうひと

り、この子の妹か弟が欲しい。具体的な相手のあてが

あるわけじゃないんですけどね」

　彼女に良い出会いがあることを祈っています。

　　　　　　　　　　　　（取材・原稿　山崎百合子）
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創 家計簿公開

第138号　　千葉県　H・Sさん
〔家族構成〕

私39歳（パート小売業）
息子　13歳（中学1年生）
〔住居〕

公営住宅（2DK）

家計簿内訳
（2002年12月分）

〔収入〕

給料（手取り）

児童扶養手当

養育費

％

108，000円

42，370円

50ρ00円

合計

〔支　出〕

家賃・水道・光熱費

電話代

食費

教育費

ガソリン

保険

国民年金

新聞・雑誌・本

貯金

200，370円

50，000円

15，000円

30，000円

25，000円

6，000円

20，000円

13，300円

15，000円

25，700円

合計 200，000円

　夫とは、子どもが小学2年生の頃

に、調停離婚をしました。

　調停で養育費の取り決めと、月に

1度の面接交渉を取り決めました。

今まで養育費はきちんと送られて来

ていますし、月に1度の面接を、子

どもはとっても楽しみにしていま
す。

　離婚は大人の問題ですから、でき

るだけ子どもを巻き込むことなく、

離れて暮らす父親も、一緒に暮らす

母親同様子どものことを思っている

ということを知って欲しいです。

　幸い子どもは、「離れていても俺

にはちゃんと父がいる」と言います。

悲しい思いもさせましたが、思春期

に差し掛かった今、自分なりに考え

るところもあるのでしょう。かなり

成長したなと感じます。

　しかし、理想とは別に、やはり離

婚はどうしても子どもを巻き添えに

するものです。

　私は、離婚以来、いろいろな仕事
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をしてきました。学校給食のパート

や、建築会社の事務、パソコン関係

のベンチャー企業、SOHOとしてパ
ソコン関係の入力など。中には長く

続けたいものもあったのですが、会

社がつぶれてしまったり、残業が多

過ぎて子どもが1人で留守番をする

ことに耐えられず、精神的に少しお

かしくなってしまったり、収入があ

まりにも少な過ぎたりで、全て短期

で辞めてしまうことになってしまい
ました。

　現在は地元の商店で、小売業のパ

ートをしています。

　子どもが中学生になり、部活動や

塾で大変お金が掛かるようになり、

この先どうなっていくのか、心配は

絶えません。周りを見渡しても、高

校進学に備えて塾に行くお子さんが

ほとんどで、我が家もついに塾通い

を始めました。

　夫も自分も大学を出ているのに、

子どもには高校進学すらあやういと

いうこの状態は、何だかおかしいな

という気がします。

　今回の児童扶養手当の玉出で、我

が家のようなものでも、養育費の関

係で手当が減り、その分をどうやっ

て埋めていけばよいのか、頭を抱え
ています。

　手当を受けていることで、世間的

に後ろめたいと言いますか、自分は

まだ1人前でもないという引け目の

ようなものがありました。が、手当

がないと生活できないのもまた、事

実です。

　歳は取るし、子どもは育って教育

費が掛かるし、社会は不景気なまま

だし、「一体どうずればいいの、小

泉さん」って気持です。

　機会があったら、再婚もしたいで

す。家にいて、家事をしていれば、

夫が給料を運んで来るという生活に

も憧れます。でも、そんな考え方じ

ゃだめなんでしょうね。出会いもな

かなかありませんし、もしも出会っ

ても、私がこのような状態だと、ま

た同じような過ちを繰り返すだけな

んだと思っています。

　最近の楽しみは、時々行くスパで

す。温泉に浸って、たまった心と体

の疲れを癒して、のんびりしている

時が最高に幸せです。

　でも、時々夜中に、「お金がない！U

と、飛び起きてしまうこともありま
す。

　先のことを考えると、眠れなくな

ってしまうので、あまり考えないこ

とにしています。

母子家庭にとって自立とは！！

一2月・大阪ニコニコ離婚講座報告一

　　　　　　　大阪世話係・渡部

　実践論の多い離婚講座ですが、時

には問題提起をとの意味もあって

『母子家庭にとって自立とは？期待

される自立支援とは？』をテーマに、

神戸学院大学の神原文子教授に、家

族社会学の立場から、お話し頂きま

した。

　ひとり親家庭の生活実態、母親の

就労状況、経済生活、母子の健康等、

幅広い調査結果を踏まえ、母子家庭

にとっての自立を、数字や事例でわ

かりやすく話して頂きました。

　障害を持つ人や介護の必要な高齢

者にも言えることですが、『自立』

とは『自分で生活の営みを主体的に

選択できること』と、明快な定義。

　　「離婚は当事者の勝手」と捉えら

れているからか、ひとり親家庭の福

祉に、主体的に選択できるという考

え方があまり採り入れられていない

のではないかとの指摘を受けまし

た。母子・寡婦の当事者から、もっ

と声を上げていいのではないでしょ

うか。

　参加者からは、児童扶養手当の所

得制限の引き下げにより対象から外

れる人は、手当に付随するひとり親

家庭医療助成や交通割引なども受け

られず、所得制限を越えることは逆

に生活を困難にしていること。就労

支援と言うけれど、男並に働くこと

しか就労形態が想定されておらず、

なりたくても正社員になれない状況

など、改正された母子寡婦福祉法に

定められた支援についての具体的な

要望事項等、発言がありました。

　終了後、特別参加されたNPOしん

ぐる・まざ一ず・フォーラムのメン

バーと懇談の場を持ちました。積極

的に政治的活動をしているグループ

と、ハンド大阪のように地道に情報

提供活動を続けているグループが、

互いに連絡しあい枠を超えて連帯し

て、ネットワークの輪を広げようと

いう話もできた講座でした。
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iつ鷹げよう　i
iはんどの輪　i
I　　　　　　　　　　　　　　　　．、　　　　　　　　　　1
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　コ

1お手紙、メール、はがき、FAX　　　l

Iお便りをお待ちしています。　　　　l
I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
1皆さんの身近で起きた様々なこと、l
l離婚や子育て、老後や体の悩み、う　l

lれしかったこと、報告したいことな　l

lど、何でも結構です。気持ちを共有　l

lし、勇気や希望に変えましょう。　　1

腫匿名やプライバシーは厳守いたしま　l
lす。掲載された方へのお手紙は転送　l

lいたしますので、事務局へお送りく　l

lださい。　　　　　　　　1
暉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

lTEL：03－3261－1835　　　　　　　　　1
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1FAX：03－3261－1836　　　　　　　　　1
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；e－mail：mukai＠kazoku－mondaLco．jp　l

lホームページ：　　　　　　　　　l
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■どうしたらいいのでしょう

　　　　　　1・H（北海道・38歳）

　まだ離婚はしていないのですが、

夫の不貞がわかってから、夫が一方

的に自分の実家に戻り、離婚したい

と言ってきました。お金は、私がカ

ードも通帳も持っているので、夫が

お金を取りに来ている状態です。

　子どもには2人とも持病があり、

病院に通っているので、あと1～2

年は、お金は入れるけど、その後は

離婚をしたいと言われています。

　私は、突然だったので、離婚は考

えていなかったし、下の子はあと2

～3年は入退院を繰り返すと思うの

で、働くこともままならないのです。

正直に言うと、夫との生活は私にと

って、楽しいもの、幸福なことだっ

たので、あきらめるにも時間がかか

りそうです。

　私と同じような方で、夫を「嫌な

やつ、こっちから離婚してやる」み

たいな気持ちになれた方、どうした

らいいのか教えてください。

■激しい怒りを感じています

　　　　　　　　K・K（？・？歳）

　早速お送りいただきましてありが

とうございます。

　会報を読み、私と同じような立場

にある人がたくさんいらっしゃるの

を知りました。

　今後の生活を考えると主婦できた

ため年金もあてにならないし、働く

にも体力もなく、それ以前に仕事も

簡単には見つからないでしょう。

　共に生活をしてきた相手の一方的

な行動で、どうしてこんな目にあわ

なくてはならないのか、将来の不安

以上に憤りを感じます。

　30年近くまで共に生活をしてき

て、いきなり好きな女性ができたか

らと、給料一切を入れないで遊び歩

いている夫（今ではそう表現するの

も嫌ですが）に、「はい、わかりま

した」とは言えません。

　家裁に婚費分担請求の調停を申し

立てましたが、出廷するような人で

はありませんので、長引きそうです。

どうずれば良いのか、いろいろ教え

てください。

　娘（26歳、23歳）は、3人で力を

合わせれば何とかなるからと言って

くれますが、将来のある子ども達に

迷惑をかけたくありません。

　夫のために、長女は結婚話も先送

りにしました。

　こんな状態で、相手の両親にどう

挨拶をすればいいのか、激しい怒り

を感じています。

■困っています

　　　　　　Y・Y（東京都・37歳）

　養育費が送金されず、履行勧告を

3回しました。

　それでもまだ7ヶ月分送金があり

ません。別れた夫は再婚しました。

　来月に強制執行の手続きを行おう

と思っています。最後のかけです。

　子どもは、別れた夫の顔も知らず、

会ってみたいと言っています。

　強制執行をするにあたっての不安

と、子どもを父親に会わすべきか、

また、写真を見せても良いものか悩

んでいます。ご意見をください。

■仕事をもっと紹介してください

　　　　　　W・M（大阪・？歳）

　ハンドのスタッフの皆様、新年お

めでとうございます。

　購読料も払ってないのに、在宅の

仕事等のお知らせ、本当にありがと

うございます。もう少し収入が安定

したら、購読料を払いたいです。

　子どもと夕食を一緒にとりたいが

ために、単純作業で飽き飽きしても、

今のパートの仕事に甘んじていま

す。収入を考えれば、夜も昼も馬車

馬のごとく仕事をして当然なのです
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が。子ども、仕事、収入と、バランス

をとるのがとっても難しいですね。

　今回、案内していただいた、地図

入力、在宅のチャンスと心もずいぶ

んと揺れています。でも、あごらの

案内にもある、機械翻訳という一文

がとっても気になっています。経験

もないのに、少し語学が出来るだけ

で、「なんて甘い」と思われるかも

しれませんが、研修などの機会があ

ればトライしてみたいと思います。

　年金制度等がある企業などは、ほ

とんどあきらめていますが、意欲と

やる気だけは捨てていません。

　勝手なお願いですが、機械翻訳の

こともお知らせください。

　収入を増やして、行政の手当から

早く卒業したいといつも考えており

ますが、現実はなかなか…。人権や

プライバシーなどに配慮のない役所

なんて、本当に関りたくないのです。

　今年も、皆様のご多幸とご活躍を

お祈り申し上げます。

■再び同居します

　　　　　　O・M（埼玉県・？歳）

　読ませていただいておりました

が、この度、7年にも渡る別居を解

消して、再び同居を始めることにな

りました。

　これを機会に購読を中止させてい

ただきます。ありがとうございまし
た。

■ひとりで生き抜いて見せます

　　　　　　M・T（大阪府・？歳）

　長い間大変お世話になりました。

本当にありがとうございました。

　精神的自立の大切さを、今かみし

めています。

　今日で退会させていただきます。

　何とか、ひとりで、どこでも、ど

んな状況でも生き抜くそ一と思って

います。

会の皆様の勇気

と愛に感謝。






